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日 程 表 
 

 

日付 地名・空港 日 程 

８月24日 

（日） 

中部国際空港 発 

成田国際空港 着 

成田国際空港 発 

スカルノ・ハッタ国際空港 着 

（ジャカルタ） 

 

 

 

 

【ジャカルタ泊】 

８月25日 

（月） 

（ジャカルタ） 観光文化施策調査（JNTO ジャカルタ事務所） 

産業経済状況調査(JETRO ジャカルタ事務所) 

教育施策調査（ダルマプルサダ大学） 

【ジャカルタ泊】 

８月26日 

（火） 

（ジャカルタ） 大規模スポーツ大会関係施策調査（インドネ

シアオリンピック委員会） 

【ジャカルタ泊】 

８月27日 

（水） 

（ジャカルタ） 

スカルノ・ハッタ国際空港 発 

タンソンニャット国際空港 着 

（ホーチミン） 

 

 

 

【ホーチミン泊】 

８月28日 

（木） 

（ホーチミン） 産業経済状況調査（JETRO ホーチミン事務所） 

大規模スポーツ大会関係施策調査（ホーチミ

ン市文化スポーツ局） 

【ホーチミン泊】 

８月29日 

（金） 

（ホーチミン） 

 

平和関係施策調査（戦争証跡博物館） 

都市交通施策調査（JICA ホーチミン出張所） 

【ホーチミン泊】 

８月30日 

（土） 

タンソンニャット国際空港 発 

成田国際空港 着 

成田国際空港 発 

中部国際空港 着 
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訪 問 国 の 概 要 
 

 

 

インドネシア 

共和国 

 

首都:ジャカルタ 

〔面積〕約192万平方km（日本の約5倍）〔人口〕約2.79億人 

〔言語〕インドネシア語 〔宗教〕主にイスラム教 

〔民族〕約1,300（ジャワ人、スンダ人、マドゥーラ人等） 

〔政体〕大統領制、共和制〔元首〕プラボウォ・スビアント大統領 

〔主要産業〕製造業、卸売・小売、農林水産業 

〔対日貿易〕（輸入）34,116億円（一般機器・原子炉・ボイラー等） 

      （輸出) 20,251億円（鉱物性燃料、鉱石、スラグ等） 

ベトナム 

社会主義共和国 

 
 

首都：ハノイ 

〔面積〕32万9,241平方km（日本の約0.88倍）〔人口〕約1億30万人 

〔言語〕ベトナム語 〔宗教〕仏教、カトリック、カオダイ教他 

〔民族〕キン族（越人）約86％、他に53の少数民族 

〔政体〕社会主義共和国 〔元首〕ルオン・クオン国家主席 

〔主要産業〕サービス業、鉱工業・建築業、農林水産業 

〔対日貿易〕（輸入）216.4億ドル（コンピュータ・電子機器等） 

      （輸出）233.2億ドル（縫製品、輸送機器、機械設備等） 
 

 

ベトナム社会主義共和国 

インドネシア共和国 
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インドネシア共和国 

 

ジャカルタ（ジャカルタ首都特別州） 

ジャカルタはインドネシア共和国の首都である。 

人口は 1,000 万人を超えており、東南アジア諸国連合(ＡＳＥＡＮ)の事

務局も置かれている、東南アジア有数の都市である。また、人口の 8割以

上がイスラム教徒である。 

インドネシアの中でも人口が集中し、購買力もあるジャカルタには、日

系企業が多く進出している。 

2018 年には、同国のパレンバンと共催で、アジア競技大会を開催してい

る。 

行政区画としては、5 つの行政市（中央ジャカルタ、東ジャカルタ、西

ジャカルタ、南ジャカルタ、北ジャカルタ）と、セリブ諸島に分かれてい

る。 

日本では、東京都が 1989 年にジャカルタの姉妹都市となっている。 

 

人口：約 1,056 万人 

知事：プラモノ・アヌン 

●ジャカルタ 



 

6 
 

ベトナム社会主義共和国 

 

ホーチミン（ホーチミン市） 

ホーチミンは、ベトナムで最も人口が多い都市である。 

南北統一をきっかけに、1975 年に旧称のサイゴンからホー・チ・ミン初

代国家主席にちなんで「ホーチミン市」に改名された。 

地方議会としての機能を有する「人民評議会」と、地方行政機関として

の機能を持ち、人民評議会の執行機関となる「人民委員会」が設置されて

いる。 

ベトナムで最大の経済都市であり、金融、製造、輸送、流通、輸出いず

れの分野においても国内でシェアが最も大きい。2024 年には、ベトナム初

の地下鉄であるホーチミンメトロが開業している。 

 日本では、大阪府がホーチミン市の姉妹都市である。 

 

人口：約 1,400 万人 

市長：グエン・ヴァン・ドゥオック 

●ホーチミン 

●ハノイ 



 
 

7 
 

は じ め に 

 

名古屋市会アジア視察団は、令和７年８月 24 日から８月 30 日までの７日間

にわたり、インドネシア共和国のジャカルタ及びベトナム社会主義共和国のホ

ーチミンを訪問した。 

 

最初の訪問国であるインドネシア共和国のジャカルタにおいては、まず、８月

25 日に JNTO ジャカルタ事務所を訪問し、現地の訪日インバウンドを中心に観光

文化施策に関する調査を行った。 

次に、JETRO ジャカルタ事務所において、インドネシアにおける貿易に係る事

業や、地域経済の関連事情の調査を行った。 

その後、1986 年に「インドネシア元日本留学生協会」の協力のもと設立され

たダルマプルサダ大学を訪問し、大学施策・産業人材育成施策について調査する

とともに、大学内の視察も行うことで、関係者との活発な意見交換や交流を行う

ことができた。 

 

８月 26 日は、2018 年に第 18 回大会として、ジャカルタ、パレンバンの２都

市の共同でアジア競技大会を開催したインドネシアオリンピック委員会を訪問

し、2026 年に本市で開催が予定されている第 20 回アジア競技大会も見据えた大

規模スポーツ大会関係施策について調査を行った。調査においては、過去のアジ

ア競技大会開催に携わった関係者から様々な説明や体験談を受けたのち、ネッ

トワーキングランチにおいても活発な意見交換を行った。その後、実際にアジア

競技大会の会場として使用された、Jakarta International Equestrian Park 

Pulomas（馬術競技場）や Jakarta International Velodrome（自転車競技場）、

Gelora Bung Karno Sports Complex（メイン会場）の視察も行うことができた。 

 

８月 27日にはインドネシア共和国を発ってベトナム社会主義共和国のホーチ

ミンに移動し、翌８月 28 日には、JETRO ホーチミン事務所を訪問し、ベトナム

における貿易に係る事業や、現地の地域経済の関連事情の調査を行った。 

その後、ホーチミン市文化スポーツ局を訪問し、大規模スポーツ大会関係施策

調査として、2026 年に本市で開催が予定されている第 20 回アジア競技大会の実

施種目にも採用されているｅスポーツの振興について、ｅスポーツ市場が急成

長しているベトナムにおける状況の調査を行った。 

 

８月 29日は、ベトナム戦争とその影響に関する展示物を体系的に研究、収集、

保存、展示している戦争証跡博物館を訪問し、館内の展示物等を視察するととも

に、平和関係施策に関する調査や関係者との意見交換を行った。 
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最後に、JICA ホーチミン出張所を訪問し、都市交通施策調査として、JICA の

円借款事業により、日本企業が現地機関と協働し、2024 年 12 月に開業したホー

チミンメトロに関する説明を受けたのち、実際にホーチミンメトロの駅に赴き、

駅設備の説明を受けるとともに、ホーチミンメトロに乗車するなどの視察も行

うことができた。 

 

以下、各都市における調査の概要を日付順に報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１（１）JNTO ジャカルタ事務所【観光文化施策調査】 ８月 25 日（月） 
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１（１）JNTO ジャカルタ事務所【観光文化施策調査】         

◆調査日：令和７年８月 25 日（月） 

◆対応者：畠中 環氏（JNTO ジャカルタ事務所長）ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪調査目的・概要≫ 

日本へのインバウンド需要は過去最高の旅行者数・消費額となっており、

本市では、中部圏の観光地への周遊拠点となる高いハブ機能を有している

ことから、中部圏の成長をけん引する「広域交流都市」として名古屋を広

域交流の拠点とする滞在型・周遊型の観光施策を進めている。名古屋への

誘客を目指して、セミナー・商談や現地イベントでの PR など、観光プロモ

ーションに取り組んでいるところである。 

インドネシアにおいては、日本の AKB48 の姉妹グループとして 2011 年に

デビューした JKT48 がジャカルタの劇場で活躍中であり、卒業生もインド

ネシアにおいて芸能活動を続けている。また、1980 年代から日本のアニメ

が放送され、日本の漫画・アニメは世代を問わず定着しており、大型書店

の漫画コーナーには、インドネシア語に訳された日本の漫画が多数並ぶな

・視察団は、８月 24 日の早朝に中部国際空港を出発し、成田国際空港での乗

り継ぎを経て、インドネシア共和国のスカルノ・ハッタ国際空港に到着し

た。 

・翌８月 25 日より、早速、第一の訪問先である JNTO ジャカルタ事務所へ向

かった。 

✈ 



１（１）JNTO ジャカルタ事務所【観光文化施策調査】 ８月 25 日（月） 
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ど、日本文化への関心は高い。今回、JNTO ジャカルタ事務所を訪問する機

会が得られたことから、本市の観光文化施策の参考とするため、現地での

訪日インバウンドの現状について調査を行うものである。 

 

はじめに JNTO ジャカルタ事務所の畠中所長より、インドネシアにおける訪日

インバウンドの現状等についての丁寧な説明をいただき、インドネシアや名古

屋市の観光文化施策等について、活発な意見交換のもと有意義な時間となった。

その概要は、以下のとおりである。 

 

＜田辺団長＞ 

おはようございます。私は名古屋市会アジ

ア視察団の団長の田辺雄一でございます。 

本日は、我々視察団のためにこのような場

を設けていただきましてありがとうございま

す。 

この度はJNTOジャカルタを訪問させていた

だきまして、観光文化施策について調査をさ

せていただきたいと思っております。 

 

JNTO ジャカルタでは、インドネシアにおけ

る、訪日インバウンド拡大に向けた多くの取

組をされていると伺っております。 

インドネシアでは、日本のアイドルグループであるAKB48の姉妹グループの、

JKT48 が活躍しており、また、日本の漫画・アニメといったサブカルチャーも大

変人気を博しているとも伺っております。テレビでもジャカルタの大学におい

て大学祭か何かで、アニメ、コスプレやカラオケなどがすごく盛り上がっている

光景の放送を見ました。親日国だというふうに聞いておりますので、ぜひそうい

うことの発信などもお聞きししたいと思い、この機会をいただきました。 

また、インドネシアは、若い年齢の方が多いというふうに聞いておりまして、

将来的な訪日インバウンドの成長を期待できるものと考えているところでござ

います。 

 

名古屋市としては、９月にスナヤン地区で開催されるジャカルタ日本祭りで

のＰＲも予定していると聞いておりますので、いろいろお世話になっていると

思いますが、本日は、インドネシアにおける訪日インバウンドなどについて、

様々なお話を伺いたいと考えておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 



１（１）JNTO ジャカルタ事務所【観光文化施策調査】 ８月 25 日（月） 
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＜畠中所長＞ 

私は、日本政府観光局ジャカルタ事務所の畠中と申します。よろしくお願いい

たします。 

皆様お忙しい中、お時間をとっていただきまして、こちらにわざわざお越しい

ただきまして、どうもありがとうございます。 

まさに今おっしゃられた通り、インドネシア市場は非常にポテンシャルの高

い市場となっております。 

コロナ前の 2019 年で年間 41 万人のお客様が日本に来てくださっていたので

すけども、2023 年の段階で 43 万人と、コロナ前を超える人が来てくれて、去年

2024 年は 52 万人と過去最多の数となっております。 

今年はそれを上回る勢いでもうすでに来てくれているので、今後ますます、日

本に来てくださる方々が多くなると思ってお

ります。 

これから説明させていただきますが、いわ

ゆるゴールデンルートと呼ばれる東京・京都・

大阪のラインに人が多く行っています。そう

いう意味では、名古屋はルートの中にありま

すし、今後我々も、もっと来ていただきたい場

所であると考えております。 

インフルエンサー商戦でも、愛知のほうに

行かせていただきますし、あとジャカルタ日

本祭りですね、我々も出展いたしますので、一

緒にオールジャパンで盛り上げていきたいと

考えておりまして、非常に今日の意見交換を

楽しみにしておりました。 

皆様のいろいろなご意見もお伺いできれば

と思っております。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

それでは概要を説明させていただきます。 

我々日本政府観光局ですけれども、世界に 27 拠点持っておりまして、日本の

観光プロモーションをしている団体となっております。 

インドネシアのキーワードとして、平均年齢 32 歳と非常に若く、人口ボーナ

ス期がまだまだ続きますので、今、中国が競合として上がってきているのですけ

れども、日本はこういった方々に本当に一番人気の観光地の 1 つというのは間

違いないです。非常に親日ですし、日本語学習者数も中国に次いで世界２位の数

というのもありまして、ポテンシャルが高い所です。 

 

畠中 JNTO ジャカルタ事務所長▲ 



１（１）JNTO ジャカルタ事務所【観光文化施策調査】 ８月 25 日（月） 
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ムスリム、イスラム教の方々が９割となっているのですけれども、人や地域に

もよりますが、すごくおおらか

な方々が多くて、マレーシアと

か中東のムスリムとはちょっと

違うといいますか、お酒とか豚

とか、使っている、使っていない

というのをきちんと示してあげ

た上で、あとは自分で判断をす

るっていうのがよいのかなとい

うふうに思っております。 

ですので、場所によっては、お

皿とかキッチンとか全部分けて

ムスリム専用のところを用意し

てくれというような国もありますが、インドネシアは、基本的にはそういうのは

あまり気にしなくて、自分が食べない、飲まないという人の隣で豚肉を食べてい

たりお酒を飲んでいたりしても、あなたはあなた、私は私という形です。 

お酒を飲む方も意外といらっしゃったりします。教えの中で酒を飲んではい

けないとは書いていなくて、お酒を飲んで心を持って行かれてしまうことがよ

くないと書いてあるので、そこの解釈というか、そういった所も人それぞれの判

断があるので、我々としても、とにかく正しいことを伝えて、あとは選んでねと

いうやり方をしています。 

 

訪日外国人旅行者数の政府目標ですけども、世界からの数として、2030 年ま

でに 6,000 万人という目標がございます。2024 年の実績としては 3,687 万人で

した。 

この資料は、インドネシ

アから日本に来た数となっ

ております。先ほど申し上

げたとおり、約 52 万人のお

客様が去年いらしたのです

けれども、すでに 7 月まで

でもう37万人を超えている

お客様が来てくださってい

るので、今年はこの数、去年

の数を超えると考えており

ます。 

次に、インドネシアの方が日本にどんなシーズンに来ているのかをまとめて

みました。 
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大きく４つ、ピークシーズンがご

ざいまして、桜のシーズンがすごく

人気です。 

日本のことを桜の国と紹介される

ことが多いので、桜＝日本だってい

うぐらいイメージが強いです。 

あとは家族旅行が非常に多いの

で、時期としては６月、７月の学校

休暇、それから年末年始のあたりが

多いです。先ほども申し上げました

とおりムスリムの方が多いので、イスラム教の方はラマダンという断食の時期

が１ヶ月ありまして、毎年 11 日ずつ前にずれていくのですけれども、その断食

の時期が終わったレバラン休暇というまとまった休暇のときに、かなり日本に

来てくださる方が多いという形になります。今はそのずれていくレバラン休暇

が桜のシーズンと重なっているので、そういった意味でかなり、３月、４月のお

客様がすごく増えているという形で、大体いつも、レバラン休暇が始まる 1 週

間ぐらい前から、どんどん日本に来る人たちが増えてくるというような状況と

なっています。 

 

次に航空路線の状況ですけれども、今、残念なことに、東京にしか直行便が飛

んでいないという状況です。かつて中部ですとか、あと関空とか、福岡にガルー

ダが便を飛ばしていた時期もあった

のですけれども、今はそれがなくて、

羽田と成田のみとなっております。 

ただ、コロナ前と比べてまだ７、８

割しか直行便の数が戻っていないの

に、過去最多の人が来てくださってい

る理由としては、シンガポールや香港

といったところを経由して入ってき

ているということです。直接は東京に

しか来られないけれども、経由すれば

北海道とか大阪にも入れるということもあって、そういった経由便を使って日

本に来る人は増えているという形です。 

 

続いて査証についてもお話ししたいと思います。2014 年からインドネシアに

ついては、条件付きで査証が免除となっております。まずＩＣチップが入った旅

券であるというのが条件としてあるのですけれども、それをもって、さらに大使

館に対して事前登録をする。その登録をすれば最長３年もしくはそのパスポー
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トの期限が切れるまでは、1 回あたり最大 15 日間、査証なしで日本に来られる

という形になります。 

2023 年の３月から、この事前登

録が、実際に登録手続きを行う場

所へいかなくても、スマホなどか

らオンラインで可能になったと

いうこともありまして、かなり増

えていると感じております。 

一般の観光と思われる短期滞

在査証が半減しているのに、日本

に来る数は増えているっていう

ところからも、査証免除できてい

る人たちが増えているのではな

いかというふうに我々は考えております。 

 

観光で行ってみたい日本の地

域ですけれども、最初に申し上げ

たとおり、やはりゴールデンルー

トといわれる東京・大阪、そのあ

たりや北海道とかですね、そのあ

たりが人気となっております。た

だ、中部も行きたいという方は一

定数いて、全国７位となっていま

す。我々が旅行博などを開催しま

すと、いらっしゃるお客様も、日

本に関心のあるお客様は既に日

本に行ったことがある方もいるので、そうすると、東京・大阪・京都以外の場所

は何かいいところはないのか、そのあたりは混んでいるし、もう行ったから違う

ところに行ってみたいという声が多く聞こえるので、我々としても、全体の７割、

８割は、そのような場所をお伝えして、オーバーツーリズムの話もありますから、

日本の新たな魅力を伝えて、よりいろいろなところに行っていただくように取

組を進めているという状況です。 

 

＜議員＞ 

割と沖縄が不人気ですね。 

 

＜畠中所長＞ 

沖縄が南国というところで、ちょっと重なってしまっているところがあるよ
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うです。大都市とかを見たいっていう人たちが結構多いです。 

ただ、沖縄は今インドネシアで文化の発信などをよくしているので、沖縄の認

知度としては非常に上がってきているというデータは出ております。 

 

＜議員＞ 

つまり、第２の選択肢として中部は結構、魅力やポテンシャルがあると。 

 

＜畠中所長＞ 

あると思います。ジブリパークも人気がありますし、あと名古屋城とか日本的

なものも人気があるので、そういったものがあるんだということを伝えること

で、どんどん来てくれる可能性は高いと思っています。 

ただ、インドネシアの方は、東アジアの人などと比べると、圧倒的に日本の地

理がよくわかってないんです。私たちもインドネシアのどの都市がどこにある

かって正直わからないと思うんですけれども、それと同じで、位置関係がわかっ

ていない。そのため、東京からどういうふうに行って、何を食べて、どんな体験

ができるというモデルルートを示してあげると、それをそのまま旅行会社のツ

アーとして使ってくれたりとか、自分で行く人たちもそのルートを参考にして

行ったりとか、ということが多いです。コンテンツだけ示しても、楽しそうだけ

どどう行けばいいのかわからない、となってしまうので、我々としても注意しな

がらプロモーションしています。まず、どうやって行くんだということを必ず伝

えるように注意しているところです。 

 

ＳＮＳについてです。インドネシアの方の１日のソーシャルメディアの使用時

間は非常に長いです。日本が 53 分であるのに対し、インドネシアは３時間 11 分

と、日本の３倍ぐらい見てい

るというデータがございま

す。 

ＳＮＳでコメントを残す方

はすごく多くて、ここにはど

う行けばいいのかとか、そう

いったことをＳＮＳでやりと

りをするケースがかなりあり

ます。 

そのため、我々としてもい

ろいろなプロモーション方法

がありますけれども、インフルエンサーとか、そういうＳＮＳで発信してくれる

ような人、特に旅行に特化している人たちがいらっしゃいます。そういう人たち

のフォロワーは旅行に行きたい人や旅行に興味がある人たちなので、そういっ
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たＳＮＳでいろんな魅力を発信してもらうと、そこに具体的な質問が発生した

りして、行きたいっていうふうになっていくことがございます。 

ＳＮＳでどういったものが人気かということをまとめてみました。 

まず四季です。こちらには雨季と乾季しかないので、四季の美しさっていうの

は本当に魅力となっております。

特に春の桜、秋の紅葉で、冬の雪

ですね、特に雪が見たい、雪で遊

びたいというのはすごくニーズが

大きいです。 

あとは一面のお花畑もすごく人

気があります。あと何といっても

やっぱり漫画・アニメ。日本の漫

画・アニメで育っている人がかな

りいます。ジブリパークも話題で

すし、ガンダムも人気ですし、そういったものがすごく話題になっています。 

また、先ほども少し申し上げましたが、やはり日本的であることとか、写真映

えするものというのがすごく人気があります。神社とかお寺とかそういったも

のを――ムスリムの方が多いから

避けるのではないかというふうに

心配される方もいらっしゃるんで

すけれども――日本のお城とか仏

像とか、そういったものを日本的

でクールだっていう反応がすごく

多くて、そこは全く宗教の違いと

かを気にしないで、観光コンテン

ツとして推せるものだと考えて

いただいてよろしいかなと思い

ます。 

 

＜議員＞ 

皆さんご存じではないと思いますが、千種区の桃厳寺というところに実はす

ごく大きい大仏があります。表通りから見えないのですが、知る人ぞ知るところ

です。 

 

＜畠中所長＞ 

そういうみんなが知らないところを知りたいっていう人もいますので、すご

く素敵だと思います。 
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＜議員＞ 

やはり名古屋は名古屋城と熱田神宮。

熱田神宮は今、再開発を東側でしていま

す。名古屋鉄道という、名古屋の鉄道会

社がちょっとした日本的な長屋みたい

なお店を作って、それがすごく人気にな

っています。 

そのすぐ隣ぐらいに、名古屋が広大な

土地を持っているんです。そこを再開発

して、熱田神宮に来る観光客を広めよう

というようなことを今進めています。リ

ニアが開通するまでには、観光都市とし

ての基盤をしっかりと作れるよう、今、

整えています。熱田神宮でやる結婚式

は、本当に一見の価値があります。 

 

＜畠中所長＞ 

熱田神宮は私も行かせていただいて、ひつまぶしを食べさせていただきまし

た。本当に雰囲気もすてきですし、おいしいですし、名古屋にしかない食べ物と

いうのがあると思います。やはりここでしかないものというのは皆さんすごく

欲しがる情報なので、うまくＰＲすればもっともっと来てくださると思ってい

ます。 

和牛とかはすごく人気がありますし、お寿司もそうですが、そういった日本の

ものって、これからジャカルタでショッピングモールとかに行かれると、３分の

１ぐらい日本食のお店だったりすることもあって、かなり日本食が人気なので、

その中でも名古屋でしか食べられないということを、うまく伝えられれば刺さ

ると思います。 

 

＜議員＞ 

名古屋にしかない食べ物は

どんな印象ですか。 

 

＜畠中所長＞ 

味噌カツなどはおいしいと

思います。 

 

＜議員＞ 

あとは名古屋コーチンっていうところも有名です。名古屋コーチンの手羽先
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や味噌鍋と、何と言っても親子丼。名古屋城の脇の金シャチ横丁というところで

も食べられます。実は名古屋コーチンは名古屋で育てていないんですけどね。チ

ェーン店でも親子丼を出していますけど、

それとは格段に値段も味も違います。 

 

＜議員＞ 

ひつまぶしも味噌カツも、世界とか日本

でも有名になっているんだけど、私は、名

古屋の人間からすると有名な味噌カツ店

で食べるのは亜流だと思っているんです。

小さいお店でも立派な味噌カツが出たり

とかするので、そういう所で食べるのも結

構通かなと思います。 

 

＜畠中所長＞ 

インドネシアの方は、日本人から、あなたの好きな店はどこというのを聞くの

がすごく好きで、我々の旅行博に神戸市さんが出てくださって、神戸ビーフのお

店をマップにして、ここにこういうお店がありますというふうに示したら、それ

に対して、あなたが好きな一番いいお店はどこだと思うのか、というのをすごく

聞かれます。 

そのため、やはり日本に住んでいる人が好きなところに行きたいっていうの

はすごくあるみたいです。おっしゃるとおり、世界的に有名になっているところ

はもちろんそれなりに魅力はもちろんあるから人気になったんだと思うんです

けど、地元の人しか知らない店とかもニーズがあります。 

 

＜議員＞ 

それなら、きしめんとかも名古屋で食べた方がいいです。長野の野沢菜も長野

県で食べるとおいしいのに、名古屋で食べるとこんなに美味しくなかったかな

って思います。やっぱりそこの空気や雰囲気で違ってくると思います。 

 

＜畠中所長＞ 

そういう話をジャカルタ日本祭りとかでもされるといいと思います。本当に

日本好きな方々集まりますので、インドネシアの方にとってみると、日本の人に

とって当たり前なものがすごく魅力だったりします。 

情報発信というところで、我々がＱＲコードとかで、フェイスブックとかイン

スタグラムとか、あとムスリムの方向けに、そういった情報をまとめたものとか

をインドネシア語で発信しているものもあります。 
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消費のお話もさせていただきます

と、2030 年の目標値で、インドネシア

だけじゃなくて世界中からですが、消

費額 15 兆円、消費単価 25 万円という、

目標値があります。 

インドネシアの話にいきますと

2019 年のコロナ前と比べて 2024 年は

プラス 122.4％で、かなり伸びている

という形です。 

次に国際航空券以外で、日本でどの

くらいお金を落としてくれているかというのを見たときに、2024 年はインドネ

シアの方は 22 万円ぐらい使ってくださっています。コロナ前が 13 万円ぐらい

だったので、かなり使っているという状況です。 

日本がホテル代とかいろいろ上がってきているっていうのもありますけども、

それでもお金を出せるような、経済も成長していて、そういったものに耐えられ

る人たちが増えているという形です。 

 

＜議員＞ 

こちらの方の平均所得はどのぐら

いですか。 

 

＜畠中所長＞ 

平均所得は、人口が 2.8 億人いるの

で、数字の出し方がなかなか難しいも

のではあるんですけれども、上位所得

者という括りで平均すると月 45 万円ぐらいになります。この 2.8 億人いる方々

のうち、海外に出ることができる人たちが 1,000 万人ぐらいなので、やはりす

ごく貧富の差が大きいところで、お金を持っている人たちは日本人が考えられ

ないぐらいすごくお金を持っていて、日本に来るのが今度で 20 回目とかそうい

う人もいます。その一方で、海外に行くのはなかなか難しいっていう人たちもい

て、かなり貧富の差が大きいです。 

我々の対象としては、この月 45 万円っていうのを１つの区切りとして、そう

いった方々のうち、初めて日本に行く人たちにはやっぱりゴールデンルート、東

京・京都・大阪とかからＰＲを始めますし、そういうところに行ったことがある

リピーター層には違うところをお伝えして、上位所得者層には、また求めるもの

が違ってくるので、お店にしても、体験にしても、上質のコンテンツをお伝えす

るという形になります。 
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次にＧＤＰの成長見通しですが、大体

５％で最近ずっときています。2025 年

の１月から３月で 4.8％ぐらいに落ち

たんですけれども、今また、４月から６

月は 5.12％と盛り返しているという形

になります。 

訪日インドネシア人の旅行の特徴に

ついて簡単にまとめますと、滞在日数は

１週間から２週間ぐらい、人口ボリュー

ム層が 20 代から 40 代になりますので、

こういった年代の方々が来ることが多いです。 

訪日回数は、１回目が 44％、３回目以内という方がほとんどという形になり

ます。そして同行者は家族が多い。 

宿泊先としてはホテルが多いんですけども、若い方とかで、なるべく宿泊費を

抑えたいとか、日本人みたいな生活体験をしてみたいという理由から、Airbnb と

いう、いわゆる民泊を選ぶ方々もいらっしゃいます。 

 

＜議員＞ 

名古屋に有松絞りが有名な、有松という地域があります。そこは古い町並みが

残っていて、そこにヨーロッパの人たちが最近すごく来られて、有松絞りの体験

をしていくんですが、泊まると

こがないんです。犬山というと

ころで、そういう町並みがある

ところでは、少し改装して、一

泊７、８万円で、高級な料理が

出る宿がすごく流行っている

ので、それを名古屋でもやろう

としています。 

 

＜畠中所長＞ 

面白いと思います。やはり日本の雰囲気っていうのはすごく愛されていて、愛

媛県のお城で自治体が力を入れて、城に泊まれる城泊っていうのを一泊 100 万

円ぐらいでやっています。 

来たお客さんも、時代劇みたいな格好をして、「お姫様のお成り」みたいな感

じとか、火縄銃でドンという音を出すみたいな演出もあるし、お城で眠れるとい

うものにインドネシアの方が行っていたのがインドネシアで放送されて、一泊

100 万円なら安いと彼らは言っておりました。 
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次は国内交通ですね。これはインドネシアのポイントでもあるんですけれど

も、免許の所属している条約が違うということで、国際免許をこちらで取得して

も日本で運転できないんです。ということはレンタカーを使えないというのが、

インドネシアの方の旅行者のポイントとしてございます。 

圧倒的に、鉄道やバスを使っての旅行であったり、お金がある方はハイヤーを

チャーターしたり、そういったもので回るということが多いです。東アジアの方

は、レンタカーで日本を旅するケースはありますが、インドネシアではそういっ

たＰＲはちょっと難しい。 

そのため、なおさら鉄道などで、

こういうふうに回るんだというの

を教えてあげるということが大事

です。 

 

有効なコンテンツとしては、先

ほど申し上げたとおり、四季であ

るとか、グルメであるとか、ポップ

カルチャーであるとか、そういっ

たものが人気になります。お買い

物は圧倒的にお菓子が人気です。 

パッケージがかわいいとか、アニメとコラボしているとか、あと単純においし

いとか、そういったものが非常に満足度も高い。日本のコンビニもすごくレベル

が高いということですごく人気があります。あとスーパーマーケットとか、いわ

ゆる日本の人が普段買っているところで買いたいっていう気持ちがかなり多い

ように見受けられます。 

 

最後に、取組の一例を申し上げます

と、ＢtoＣの一般の方に向けた旅行

博とか、ジャカルタ日本祭りも９月

27、28 日にございます。それからＢ

toＢとして、こちらの旅行会社の方

とか、日本の自治体の方とか、ホテル

の方とかに来ていただいてお話をし

ています。あとはニュースレターと

いったものも発信しています。自治

体の方々から期間限定のイベントが

あるんだよというような情報をいただくと、ＳＮＳやニュースレターの発信の

際に、我々が情報を発信することもできますので、一緒に盛り上げていきたいと

考えております。 
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＜議員＞ 

ここに来る２、３日前に日本の新聞に出ていたんですが、ガルーダ・インドネ

シア航空が今、経営があまり良くないんだけれども、大統領の緊急融資によって

拡大路線を取るとい

うニュースが出てい

たんです。さっきもお

話のあった、中部には

今は直行便の路線が

ない状況になってい

て、そういった点で今

後、日本向けの路線は

拡大の方向に向かう

要素はあるんでしょ

うか。 

 

＜畠中所長＞ 

今後、話をしていきたいと思っています。去年も関西空港さんとか福岡さんと

か、愛知県も県知事がいらしていて、直行便の重要性っていうのは、事あるごと

に皆様ＰＲしてくださったり、あとガルーダ・インドネシア航空にも実際に行っ

てＰＲしてくださったりしていました。万博もあったもので、今年まずは大阪便

ができたらいいなって思って我々もかなり後押ししたんですけど、それでも難

しかったんです。そのため、今話している段階では、まだガルーダ・インドネシ

ア航空さんが手を挙げる状

況にはないのかなと。 

ただ、トランプ大統領との

関係などもあって、飛行機を

かなり買ったというのもあ

りますし、そこで我々として

も人気路線ということでお

話は進めていきたいと思っ

ています。ただ、今すぐどう

とかそういった話は出てい

ないのが正直なところです。 

 

＜議員＞ 

最初のほうの資料で、日本語の学習者数が世界で第２位。しかも今人口ボーナ

ス期で、平均年齢が 32 歳で若い方も多いということで、その中で、やはり学生

も多いんじゃないかなというふうに考えているんですけども、例えば、名古屋の
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大学とか、専門学校とかが留学生の方に

選んでいただけるように、というか全体

的に見てもやはり名古屋がなかなか選ば

れてないところがあるかと思うんです。

そういった学生のうちから、しっかり若

い方をターゲットに絞っていくことも大

事じゃないかなと思っています。 

より多くのインドネシアの学生の方に

名古屋を選んでいただくためには、何か、

こういうふうにしたほうがいいよという

ポイントとかアドバイスがあれば教えて

ください。 

 

＜畠中所長＞ 

ありがとうございます。すでに神戸大学さんとか大分のＡＰＵといったとこ

ろはすごくインドネシアの学生が多くて、神戸市はかなりムスリムに力を入れ

ているのもあって、日本で一番古いモスクがあったりですとか、かなり暮らしや

すいような場所もあるようです。 

ＡＰＵさんなどに聞いても、インドネシアの方はすごく家族愛が強いので、入

学式とかそういうときに、家族が大勢で押し寄せて、それで自分の子供がどうい

うふうなところで暮らすのか、寮とかそういうのを全部チェックして、安心して

任せて自分たちがそのまま旅行に行くとか、そういう時期に、インドネシアの方

で周りのホテルがすごく埋まるっていう話も聞いたぐらいなんですね。 

そういったところで、今、新潟県さんとか、いろんな自治体さんからも最近お

話があって、やっぱり大学としてインドネシアから呼び込みたいという話が出

てきています。 

こちらに JASSO さんとかがあるので、あとＪＦさん――国際交流基金さんと

かが、こちら側の大学と自治体さ

んをつないだりとかもやっている

ので、もしご関心あれば、ご紹介す

ることは可能です。 

どんどんＰＲして知ってもらう

ことが大事で、日本にはすごく親

日で関心あるので、ここでこうい

う生活ができるとか、こういうこ

とが学べるとかＰＲすることが大

事かと思います。 
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＜議員＞ 

日本は少子化なので、当然学生数が少なくなっていて、空きが多い大学とかも

出てきてしまっているので、これから本当に大事ではないかなというふうに思

っておりまして、産学連携プログラムとか、様々なことを立ち上げていかないと、

選ばれないかなというふうには思っています。 

 

＜議員＞ 

日本以外でインドネシアの人がどこに行きたがっているのか教えてください。 

 

＜畠中所長＞ 

今、一番の競合は中国になっています。中国がかなりＰＲをしているというの

と、政府も補助金を出して、航空券の金額とかツアーとかも安くなっているとい

うのもあり、また、かなり中国側が衛生面や安全面の対策をしていて、行った人

の満足度も上がっているということでかなり増えています。今、日本よりも人気

が高まっています。ここ１、２年そうですね。 

それまではヨーロッパや韓国というのが日本との比較対象という形でありま

した。今は中国が人気だということで、我々としても違う日本をどんどん紹介し

ていきたいというふうに思っております。 

 

＜議員＞ 

日本文化って、今、ヨーロッパと

かアメリカで抹茶ブームが非常に

多くて、実は愛知県も西尾ってい

うお茶所で有名なところがあるん

です。東南アジアでは抹茶文化は

起きてないのでしょうか。 

 

＜畠中所長＞ 

抹茶はすごい人気です。イメー

ジがいいみたいで、最近も抹茶の

お店がこの隣のプラザにできまし

たし、コーヒーショップとかでも必ず抹茶味がありますし、あと人気のお菓子で

も抹茶味が入っています。 

やはりインドネシアの人は、味が濃いとか、甘い辛いが結構好きっていう印象

あります。ほうじ茶もよく見かけますし、あと、日本のお店をよくインドネシア

に持ってくるようなお仕事されている方が、今、麦茶を推そうとしていて、それ

が意外とすごく評判がよかったというふうに聞いています。 

そのため、ほうじ茶とかもどんどんＰＲして知ってもらえればいいのかなと
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思います。日本のお茶メーカーでも、最初こちらに入ってきたときに、こちらの

お茶って基本的に砂糖が入っていて甘いので、最初それで売ろうとしていたけ

ど売れなくって。同じことをしても金額の勝負で結局負けてしまうので、それで

思い切って日本の味に戻して、自分たち本来のお茶を売り出したら売れるよう

になったっていう話もある。だから、日本の本来のお茶の味っていうのも十分、

愛されるものだと思います。 

 

＜田辺団長＞ 

本日は大変勉強になりました。ありがとうございました。 

 

 

≪所感・考察≫ 

訪日インドネシア人はコロナ禍後に急回復しており、2025 年上半期も増加傾

向である。経済成長による海外旅行者数の増加も見込まれることから、観光地と

しての日本への高い認知度を利用し、「日本、名古屋を選びたくなる理由」をし

っかり作ることが大事であると感じた。 

 

インドネシアは、日本への好感度が極めて高く親日的な国である。その人々に

名古屋を訪れていただくことは、地域経済のみならず、市民の国際感覚を育み、

世界に開かれた都市づくりにつながると思われる。そのために、名古屋市として、

民間とも連携するなどし、アジア・アジアパラ競技大会を契機として、下記を例

とした、観光客を呼び込むための魅力ある観光文化施策の充実を一層図ること

を期待したい。 

 

①渡航ハードルの緩和 

航空会社との連携で直行便の復活を働きかけることも必要。 

②観光メニューの充実 

・名古屋ならではの文化体験・工芸体験プランを強化するなど、伝統工芸や味噌

づくり・和菓子づくり、着物着付け体験などの観光プランの提示。 

・観光スポットと「なごやメシ」を組み合わせたモデルルートの提示。 

・関心の高い、自然・フォトスポット・季節イベント(桜、紅葉、祭り)をツアー

に組み込む。 

③受け入れ環境の向上 

・ムスリム対応施設の整備など他の訪日地との差別化を図るとともに安心感、快

適性を提供していくことを考えていく。 

・観光地案内の多言語化、情報発信所の設置。 

④ＳＮＳの活用 
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・インスタグラム利用者が多いことから、インフルエンサーといわれる方の目に

とまるようなインスタ映えのスポット、食べ物、景色などの発信に力を入れる。 
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１（２）JETRO ジャカルタ事務所【産業経済状況調査】         

◆調査日：令和７年８月 25 日（月） 

◆対応者：髙橋 正和氏（JETRO ジャカルタ事務所長） 

塚田 学氏（JETRO ジャカルタ事務所次長）ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪調査目的・概要≫ 

JETRO（独立行政法人日本貿易振興機構 ジェトロ）は、貿易の拡大、経

済協力の促進に寄与するため、貿易に係る事業やアジア地域等の経済及び

関連事情の調査研究等を実施している。 

ジャカルタ市での調査にあたり、産業経済状況についてのヒアリング・

質疑を通じて、ジャカルタ市を中心としたインドネシア全般の概要につい

て、幅広く調査する。 

 

はじめに、JETRO ジャカルタ事務所の髙橋所長より、インドネシア経済状況等

についての説明を聴取し、その後、質疑応答を含めた様々な意見交換を行った。

その概要は、以下のとおりである。 

 

＜田辺団長＞ 

おはようございます。一言ご挨拶をさせていただきたいと思います。 

・JNTO ジャカルタ事務所での調査後、次の調査先である JETRO ジャカルタ事

務所へ向かった。 

🚌 
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私は名古屋市会アジア視察団の団長しております田辺雄一でございます。 

本日は、我々視察団のために、このような場を設けていただきまして、心から

感謝申し上げます。ありがとうございます。 

この度 JETRO ジャカルタ事務所

を訪問させていただきましたの

は、インドネシアの産業経済状況

について調査をさせていただくた

めでございます。 

JETRO ジャカルタ事務所では、

貿易拡大や経済協力の促進への寄

与を目的として、インドネシアに

おける貿易に係る事業や、地域経

済の関連事情の調査、研究等を実

施されていると伺っております。イスラム教徒の方が多く見えるインドネシア

では、ハラール認証がビジネスの成長と市場での競争力強化にとって非常に重

要であるものと認識をしております。 

本日は、ジャカルタ市を中心としたインドネシア全般の経済状況について、幅

広くお話を伺えればと存じますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

＜髙橋所長＞ 

今日はようこそお越しくださいまして、あ

りがとうございます。JETRO ジャカルタ事務所

長の髙橋でございます。今日はよろしくお願

いします。 

はるばる JETRO ジャカルタ事務所にお越し

いただいたということで、本当に我々もあり

がたく思っている次第でございます。全体像

が分かるような形でお話しさせていただけれ

ばと思いますので、ぜひよろしくお願いいた

します。 

それでは、インドネシアの基本情報から、ま

ずお話しさせていただきたいと思います。イ

ンドネシアは非常に大きな国でございまし

て、日本の国土の５倍、石油石炭鉱物が豊富で多数の人口があることでございま

す。広い国土です。西から東までで、アメリカ大陸の西から東までより広いです

し、国の中で時差があります。 

例えば、隣のバリ島とは 1 時間時差があるわけでございます。それと豊富な

資源ということでございますが、石油がありまして、日本だと、ABCD 包囲網で

髙橋 JETRO ジャカルタ事務所長▲ 
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旧日本軍がこっちに来たときに、インドネシアの石油を求めてきたという、その

歴史的な背景もあります。その時はまだ中東から油が出ておりませんでした。 

私、25 年前に大使館で働いていたこともあるんですけれども、そのときは、

だいたい日本の天然ガスの８割がインドネシアから来ていました。そのときは

まだ、中東、カタールとかあの辺から出ていなかった時代でございますので、非

常に資源が豊富ということで、鉱物で言いますと、最近だとニッケルといったバ

ッテリーの原材料になるような、そういう資源も埋蔵量が多くございまして、特

にここ最近、中国とかそのあたりの進出が多いということでございます。 

人口でございますけれども、２億 8,000 万人ということで、2030 年過ぎぐら

いには３億人に達するということで、世界第４位ということになっています。世

界最大のイスラム国家です。 

1 人当たりのＧＤＰは

4,981 ドルであり、最近非常

に伸びてきています。 

民主主義の確立でござい

ますけれども、スハルト政権

があって、開発独裁というこ

とで、いいところも悪いとこ

ろもあったということだと

思います。開発するためにい

ろんな便宜を図るというこ

とをやっていて、非常に成長

した時代でもあるんですけれども、98 年にアジア通貨危機があって、政権が倒

れます。その時にはやっぱりＫＫＮ（カーカーエヌ）って言われている話があり

まして、汚職とか、縁故主義とかそういうのがはびこっていて、経済がうまくい

かなくなると、不満が高まって政権が倒れました。 

その頃は、タイを発端とした通貨危機があって、いろんな各所、日本の商社さ

んなんかも痛手を負うように、借りたお金を返せないということがあった。その

とき、中華系の方々がやっぱり商売上手なもんですから、富を独占しているとい

うような話もあって、暴動も起きまして、ここから 10 キロぐらい北側に中国人

街があるんですけど、そこが焼き討ちに遭いました。 

そこからは民主主義になりまして、大統領の直接選挙が始まって、憲法上で、

５年間の任期を２回までということになっています。 

 

ＡＳＥＡＮの全体像について、ＡＳＥＡＮというひとかたまりで何となくイ

メージするんですけれども、インドネシアというのはＡＳＥＡＮの中でも人口

とＧＤＰで４割を占めています。人口１億人を超えているのは、ベトナムとフィ

リピンだけでありまして、最近人気があるタイは１億人足らずでございます。 
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特に内需が大きいです。だからトランプ政権で、後程ご説明いたしますけれど

も、貿易のいろんな制限措置が出てくるという話になったときに、日系企業の

方々は大体こちらのローカルのマーケットを狙って来ていますので、見ていた

だくとトヨタ自動車の自動車もものすごく多く、日本よりも日本車比率が高い

状況ですので、全体としての景気が下がってくるっていうのはあるかもしれま

せんけれども、日系企業にとってみれば、ダイレクトに影響を受ける会社はもの

すごく少ない。直接影響受けるところは影響が大きいんですけれども、全体の数

としては非常に少ないという状況になっています。 

 

平均年齢は、インドネシアは 30.1 歳です。タイとかシンガポールはちょっと

高齢化してきていますが、インドネシア、フィリピン、カンボジアあたりは非常

にまだ若い。街を歩いていてもショッピングモールを歩いていても、それを実感

いただけると思いますが、非常に若い方が多いということでございます。 

それで、人口ボーナスの時期が続いています。日本は高齢化していく中で、ど

んどん生産人口が減っていくところですが、インドネシアは非常に綺麗な釣鐘

型になっています。 

2015 年から貧困層はどんどん減ってきています。そんな中で、中間層と特に

いわゆる純富裕層のところがどんどん増えてきていて、車、オートバイ、食料の

産業が増えているということです。富裕層ですが、相続税がないので、一旦お金

持ちになっちゃうと、末代でも金持ちという、そういう格差社会になっていて、

日本だとピラミッド型っていうふうに言いますけど、逆Ｔ字型ですね。そんな感

じなので、ほとんどが貧しい人で、靴が買えないような人の横をベンツがバーッ

と通り過ぎる、そんなような状況になっています。 
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そんな中で経済成長は着実に進んでございます。コロナのときは下がりまし

たけれども、年５％の経済成長ということでございます。これは他の国と比べて

も安定しています。 

先ほども申しましたけれども、トランプ関税の影響で、タイとかベトナムとか

は、内需でやっているわけじゃなくて外に出すことを前提としているので、トラ

ンプ政権の影響によって、ＧＤＰが２、３％程度落ちます。ただ、インドネシア

の場合は、某銀行の調査によると、ＧＤＰへの影響は 0.1％程度ということにな

っているところです。 

 

マクロ経済政策ですけれども、金利はちょっと高めです。これもアメリカの金

利が高いので、アメリカと同じように４％とかにするとみんなアメリカで預け

てしまうので、それよりも高くしなくてはいけない。その結果、インフレもコン

トロール下で、経済的にはうまくいっています。 

 

貿易輸出入の関係でございますが、貿易黒字は 2022 年がピーク。これは、ウ

クライナ戦争が始まったときに、やはり資源国ですので、石炭価格が 100 ドル

弱だったところが 300 ドルを超えるようなところに来ましたためです。 

今でもだいぶ下がってきたとはいえ、100 ドルを超えています。いろんなもの

を輸入品で賄っているところがあるので、貿易赤字になりがちな国ではあるの

ですが、この５年間は資源高のおかげで、貿易黒字が続いています。 

 

続きまして、輸出額

の推移でございます

が、これは品目ごとに

見ていくと、やはり資

源関係――鉱物資源

とかニッケルあたり

が調子がいいです。そ

れをどこに出してい

るのかというと、中国

が多いです。 

 

輸入のほうについては、インドネシアの輸入で多いのは精製物です。これは自

分のところでなかなか全部精製しきれないので、ガソリンとか灯油とか綺麗に

した油ということです。あとは自動車とか電子機器の部品です。 

 

日本との関係ですが、日本からインドネシアに出しているものは一般的にボ

イラーと、あとは輸送機、要は車ですね。 
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鉄鋼は車を作るときのもので、インドネシアが作れないような鉄鋼を輸入し

ています。輸出額は、日本からインドネシアに行く分は 130 億ドルぐらいで、日

本が輸入している部分は 230 億ということで、インドネシアから日本がたくさ

んのものを買っていて、その中でも鉱物性燃料、これも天然ガスとかが大きいで

す。あとは石炭もあります。 

 

貿易の話をさせてい

ただきましたので、次は

投資の話でございます

が、トレンドとしては、

日本が下がってきてい

る状況です。 

2019 年とかはシンガ

ポール、中国、日本って

いう感じだったんです

けれども、最近、日本の

投資が上位５位に入っ

ていなくて６位になっ

ています。 

何が起こっているかというと、2012 年ぐらいにトヨタさんが工場拡張で来て

いて、それに伴って下請けとかそのサポーティングインダストリーの方々も来

ていただいておりました。その時ブームで大体年間100万台ぐらい売れていて、

2024 年には 200 万台まで伸びますという計画だったんですが、そこの数字がそ

れほど伸びていないという状況になっています。そのため、新規投資よりは更新

投資とかになってきています。 

小さい商業系の、ラーメン屋さんだったりとか、あとは最近来たところでいう

とニトリさんなんかがこれに当てはまりますが、どっちかというと工場を作る

ために投資して事業を行うというよりは、商業の世界で、こっちの中間層を念頭

に置いてやっているような状況でございます。 

 

その中でも、中国の影響はやはり大きいです。中国はどんなところに投資して

いるのかというと、ニッケル関係でございます。日本企業は、このジャカルタ近

郊で工場を作っています。政策当局としては、国土の均衡ある発展を希望するの

で、離島でも開発をやって欲しいんですが、そういう意味でいうと、中国はスラ

ウェシ島っていうところで、大規模の開発をやっているということで、非常にイ

ンドネシア側としても重要視をしています。 

 

日本の投資は、ジャワ島とか、ジャカルタを中心としたところで、投資や自動
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車産業が大きいです。ですが、最近は内需拡大を背景とした消費財サービス分野

の進出が進んでいます。 

食品とか、大きな投資を伴うというよりは、足の速いような投資が増えていま

す。これはもちろん中間層を狙ってやっています。ぜひ、この後ショッピングモ

ールとかを見ていただくとよいのですが、元気よく食べて消費してるという感

じはすごく印象にあります。 

あともう 1 つは高級ショッピングモールもありますので、ここの近くの高層

ビルにはランボルギーニのショップがあったりなど、お金持ちの方もみえると

いうのが全体概要でございます。 

 

次は日系企業がどういう状

況なのかご説明したいと思い

ます。我々が日系企業調査を

やっていた 1,600 社ぐらいが、

ジャカルタと西側にほぼ集結

しています。 

インドネシア全体では、在

留日本人は 1 万 5,000 人。南

ジャカルタは 5,500 人という

ことですが、最近、特にジャカ

ルタの東側のところに日本の

自動車工場があるので、そこにも日本人学校ができていて、人が増えてきていま

す。 

黒字企業の割合について、これは JETRO が 1987 年から、もう 3、40 年やって

る調査ですが、黒字企業の割合は７割ということでございます。ＡＳＥＡＮの中

では最高で、結構儲かっています。 

そんな中で、ＤＩデフュージョンインデックスという統計手法で――いいと

言っている人から悪いと言っている人を引いたものなんですが――これは今年

1011.7 で、去年の調査では断トツでインドネシアが良くて、非常に皆さん、前

向きというか、儲かっていると答えていただいてる方が、多いという状況でござ

います。 

 

そういう状況なので、事業拡大していきたいと言っている会社が半分弱でご

ざいます。キーポイントは、黒字会社が７割、黒字幅が拡大している会社が４割、

拡大していきたいと思っている現地の社長さんは５割ということです。 

他の調査もいろいろ見てみても、皆さん拡大志向で強気でおられる。そのよう

な状況でございます。 
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インドネシアの評価ですが、市場、市場規模、成長性に関して関心がある。リ

スクについては、10 年前と比べると、昔は電気がすぐ停電してしまい、電話が

繋がらない、雨が降ったらすぐ洪水で道路がつかっちゃう、飛行場に行けなくな

って飛行機に乗れないっていうこともよくよくございましたけれども、そうい

うのがなくなって、だいぶインフラがよくなってきました。 

ただ一方で、不透明な政策であるとか、あとは税制、税務の煩雑さというとこ

ろが最近の問題です。特にその政策の不透明感というか、予見可能性の低さとい

うところが、事業をやっていく上で課題だとおっしゃる方が多いです。例えば、

突発的にルールが変わるというようなことがあります。 

日本の場合は法律があって、政令があって省令があって、公布、施行になるん

ですけれども。こっちだと、法律はできるんだけど、そのあとの省令とか政令と

かが整備されてないので、これどうやって仕事やるんだという不透明なところ

があって、日本企業は真面目なもんですから、きっちりコンプライアンスしよう

とすると、どうなってるんだという話で、皆さんお困りというような話もありま

す。 

 

賃金面では、製造業では、大体タイ、インドネシア、ベトナムそんなに変わら

ない状況ですが、非製造業はものすごく安いという状況でございます。これはた

ぶん人が多いということと、失業者が多いということだと思います。若年層の失

業者がすごく多くて、これがインドネシア政府のトップイシューになっていて、

それで日本は、若い労働者が少なくて、なかなかいないので、技能実習生とかで

人を送ったりしています。 

 

去年、新しくプラボウォ政

権が発足したんですが、産業

育成とか、例えばニッケルの

鉱石を加工してインドネシア

で付加価値をつけてから出し

ましょうという方針を踏襲し

ています。あと今の５％の経

済成長から８％に高めるって

いうふうに言っていますが、

なかなか決定打がまだないと

いうところでここはまた頑張っていきましょうという感じになっています。 

また、ニュースとかでも出てきているかもしれませんが、もともと軍事の方な

もんですから、セキュリティ、セーフティに非常に関心があります。 

あとは学校給食の充実、健康診断、農業生産、学校の改善とか、どちらかとい

うと貧困対策に近いような対策に力を入れています。軍事関係者を登用してい
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るので、軍の方も多いです。 

政策の方向性ですけども、インドネシアが独立したのが、終戦の日から２日後

の８月 17 日で今 80 年目ですが、独立 100 年目の 2045 年に世界第５位の先進国

になりたいということをやっていて、そのための経済政策をやっています。 

その目標に向け産業振興させるために、世界のＥＶ市場、バッテリー市場の覇

者になりたいという思いを持っています。ＥＶの関係でいうと、やはり日系企業

が車の関係でいうと、非常に割合が大きい産業です。 

2024 年の販売台数は約 86 万台になっていまして、2021 年がコロナだったの

ですが大体 100 万台ぐらい販売できていたのに対して、調子が悪いという状況

になっています。これはやっぱり、ローンが通らないとかもありますし、あとは、

こちらの車はアルファードが大体 1,500 万円といった形で、非常に高額です。 

 

次のトピックということで、こちらへ会社を作って商売しようとして、どれぐ

らい必要かというと、資本金が 1億円ぐらいかかります。ですので、為替レート

の影響もありますけど、ここがネックになっていて、中小企業がお試しでやって

みようかっていう感じではないかもしれないというところがあります。 

 

次に首都移転の話です。ジャワ島一極集中になっているので、カリマンタン島

に移ろうということでやっています。 

2022 年に私が行ったときにはまだ森しかありませんでしたが、去年の段階に

なりますと、大統領宮殿もできてきて、開発が進んでいるなという感じでござい

ます。 

以上、全体像をお話させていただきました。 

 

＜議員＞ 

外資企業に対して、かなりいろんな厳

しい規制があると思うんですけども、企

業誘致に対して、法人税の優遇とか、そう

いう処置は何も施されてないんでしょう

か。 

 

＜髙橋所長＞ 

あります。例えば場所によって、特区というところがあります。これはジャカ

ルタの近郊ではないんですけども、ジャカルタからかなり離れたところで、人が

来て欲しい、もしくは工場が来てほしいところに特区を作っておりまして、法人

税を５年間まけてあげますとか、あとは、事業を起こしてくださる方は 10 年間

法人税がタダになりますとか。そういう様々な優遇措置が用意されています。 
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＜議員＞ 

あと個人の消費者のほうでお尋ねしたいんですが、銀行がかなり立派なビル

を建ててみえるんですが、一方でお話の中で、一般の方がローンがなかなか組み

にくいということ言われました。私、インドネシアを詳しく知らなくて申し訳な

いんですが、インドなんかですとやはり、今、ローンをかなり使えるという経済

状態になっていると思うんですが、インドネシアの方は、例えば銀行の口座を持

っているのか、それともキャッシュで買い物をするのか、ローンが一部の方しか

使えないのかという、金融状態を教えていただきたいです。 

 

＜髙橋所長＞ 

与信の関係だと思いますが、金融関

係でいうと最近どんどん厳しくなっ

て、ローンを組める条件が厳しくなっ

てきています。 

それはもとの物価に対して給料が、

同じぐらいにしか上がっていないの

で、お金を貸してちゃんと返せるかと

いうところをなかなか厳しくされてい

て、新車があまり売れていない。統計が

ないので確定的な情報ではないのです

が、中古車市場が元気という話も聞いています。 

それとローンの関係ですが、銀行口座は８割の方は持っていなくて、２割の人

しか持っていない。その分キャッシュレス、ＱＲコード決済はものすごく盛んで

す。その辺の屋台でもＱＲコードでやっている。銀行口座に預けて何とかすると

いうことではない PayPay みたいな、必要な分だけお金を入れてそれで商売をし

ているそうですね。そこは日本より進んでいるのではないでしょうか。 

 

＜議員＞ 

日本での情報なので恐縮ですが、アジ

アで高速鉄道を中国と日本が争ってい

るが競り負けたというニュースがあり、

結局、高速鉄道は中国の企業がシェアを

とって、日本が都市鉄道のＭＲＴに力を

入れて関与していたと聞いています。 

評価というのが、中国に及ばなかった

んだろうなとは思うんですけども、中国

は安いけども質はあまりよくなかった

みたいなことが取りざたされています。 
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現地でどのような評価がされているのか、ジャカルタＭＲＴ東西線の建設に

日本が円借款を 1,400 億円提供するというのも、インドネシアではどう評価さ

れているのか教えていただけますか。 

 

＜髙橋所長＞ 

日本に対する印象はすごく

良いです。日本は、クオリティ

ーはものすごく高いけど値段

も高いという認識であり、さっ

きおっしゃった高速鉄道につ

いては様々な議論はあるんで

すが、これ、最初に JICA がいろ

んな開発作業をやりますとい

うことだったんだけど、最後の

最後に中国が出てきて一旦中止になって最後は中国にしますという話になりま

した。 

そのときの最初の約束は、インドネシア政府は、政府からお金出したくない、

中国は、やらせてくれたら政府のお金は要りませんということだったんだけれ

ども、結局、すごく工期が延びてインドネシア政府がお金を入れなきゃいけない

状態になりましたという話になっている状況だと思います。 

中国は、建設から何から全部中国人が来て、鉄道運転手たちも中国人だと思う

んですけど、そういう意味では雇用も落ちないし、人材育成もやってくれないし、

いうところで、やっぱり日本だよねという傾きに最近ではなっています。前政権

は中国にかなり傾いていたところがあるんですが、今の方は戦後賠償の時代か

らずっと日本の取組とか、1998 年のアジア通貨危機でインドネシアが破産しそ

うになったときに支えてくれた日本との関係が大事だなと思ってくれているの

で、中国一辺倒という感じではないです。 

そんな中で、ＭＲＴ東西線っていうのが非常に評判も良いですから、渋滞とか

も激しいので、日本からお金を出して、日本企業が開発してできるだけやってい

きたい。これは JICA さんが実施します。 

 

＜議員＞ 

こちらの方は、土地の購入というのは一般の方は制限なく購入できるんでし

ょうか。 

 

＜髙橋所長＞ 

インドネシア国籍を持っている人だけが買えます。だから日本人は買えませ

ん。マンションとかであれば買えたりするやつもあるんですけれども。地上権と
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いう、建設権みたいのは買えますが、土地はインドネシア国籍の人しか買えませ

ん。 

 

＜議員＞ 

企業であっても買えないのでしょうか。 

 

＜髙橋所長＞ 

企業も基本的には買えないですね。 

 

＜議員＞ 

人口の平均年齢が若くて、日本語学習者が多い。

それは日系企業で働くためなのか、日本に仕事に

出かけていくためなのか。 

それから、建国 100 周年に向けて、世界第５位の経済大国を目指しています

けれども、それは生産力を上げる一方で、技術開発力を上げていかなくてはなら

なくて、中国はかつて世界の工場と言われていましたけど、生産、製造だけでは

多分もたないはずなんですね。開発からできるような、その辺の戦略ってどうい

うようなものがあるか教えてください。 

 

＜髙橋所長＞ 

まず年齢が若いということはですね、これはさっきのピラミッドグラフが綺

麗な釣鐘型になっていて、それで、若い人たちの消費が旺盛なので、お子さんが

結構生まれています。ただ、ここ最近は特殊合計出生率が、２コンマ幾つぐらい

になって、子どもがどんどん増えていく時代から、

頭打ちになりつつある。 

これは経済成長とともに人口が増えていく、人口

が増えていくから経済成長していくっていうとこ

ろもあるので。 

 

＜議員＞ 

なぜ聞いたかというと、カンボジアも若い国家な

んですよね。粛清で、いわゆるシニアの方たちが、

シニアでいるべき人達が、かつて大量に殺されてし

まって、当時青年層と子どもしかいなくて、その後、

その子たちが 40 代 50 代になっているから起きている現象です。 

インドネシアはそういうことではなくて、出生による子どもが増えている。高

齢者が日本ほど高齢にはなってない。つまり、寿命が長くない。こういう解釈で

いいですか。 
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＜髙橋所長＞ 

それで結構です。特に何かがあって――戦争、大量虐殺があって、へこんでい

てその下の部分が増えているということではなく、普通に綺麗に増えています。 

 

＜議員＞ 

続いて、日本語を学ぶ方が多い理由は何でしょうか。 

 

＜髙橋所長＞ 

日本語を学ぶ方が多い理由は、

ドラえもんとかの影響で日本文化

に対する関心が非常に高い。そう

いう面で、日本のことをもっと知

りたいという人は、すごく親日的

であるのは間違いない。 

その中で、日本語を勉強して、日

本行こうとしているのか、こっち

で働くかどうかについては人それ

ぞれな感じがありますが、ただ、日

本に介護士とか看護師さんを送ろ

うという話があって、そこは、日本語を勉強するのがマストで、そこで勉強して、

またはＪＦ（国際交流基金）というものがありますけど、そこでも日本語教室み

たいなものをやっていて、日本から帰ってきた人が結構豊かな生活になってい

ると、日本に関わりを持って豊かになっている人がいると、それをやってみよう

かと、そういう印象ではないかと思います。 

 

＜議員＞ 

インドネシアにある日系企業で働く上での日本語の必要性はそれほど高くな

いということですね。 

 

＜髙橋所長＞ 

そうですね。まさに我々JETRO みたいな、こういう事務所みたいなところはも

ちろん日本語ができると採用率が高いですが、工場であれば必要ないです。だけ

ど、そういうとこは、給料が高いので、そうすると、工業高校でやっていくとき

に、日本語というよりはどちらかというと５Sみたいな、しつけ、整理、整頓み

たいなそんな話をやっているところも多いです。 

 

＜議員＞ 

介護従事者は日本では海外の方が多くて、たしか最大５年働けると思うんで
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すけれど、５年間しっかり働いて、裕福な暮らしができるようになってくると思

うんですけど、ジャパニーズドリームみたいな感じがあるのでしょうか。 

 

＜塚田次長＞ 

そこまではないかもしれないですね。ただ、その地

方やその家の経済が本当に良くないところにとって

はそうかもしれないです。 

 

＜議員＞ 

よくわかりました。開発力、技術力のところについ

てもお願いします。 

 

＜髙橋所長＞ 

それはメイキングインドネシア 4.0 っていうことで政策的にやろうとしてい

ます。技術力をつけて自分たちでやろうとしているんですが、一方で投資ってい

うことも政府は一生懸命言っていまして、そうすると、例えば新幹線を作ろうと

すると、技術はそこまでないけど、投資もしくは融資で、技術を持ってきてもら

って、建設をやってもらって、土地はうちが用意しますという感じになる。その

ため、そこは開発力というか、こういう優先分野を作ってやってはいますけれど

も、よりもう一層頑張るのが必要だなっていうふうに思います。 

 

＜議員＞ 

技術大国になろうというよりは、生産力を増して、経済力を上げていこうとい

う感じですね。 

 

＜議員＞ 

最後に、名古屋から来ていますので、名古屋でもタイ、ベトナム、インドネシ

アと商談会を開催したりしてインドネシアへの名古屋からの企業進出っていう

ことを後押ししてこうというのがあるんですけど、その辺の今後の見通しとい

うか、一緒にやっていただいていて、効果のほどだとか今後こういうことがいい

のではないかとかのご意見をお聞かせいただければと思います。 

 

＜髙橋所長＞ 

まず愛知県にも JETRO がありますので、海外進出の全体的な情報提供をさせ

ていただければと思います。ぜひ JETRO と愛知・名古屋が繋がっていただけれ

ばありがたいなと思います。 

もう 1 つは、インドネシアに進出して来ようと思われる方をぜひご紹介いた

だいて、これだけ将来性があり、人口も増えていくし、豊かになっていこうとし

塚田 JETRO ジャカルタ 
事務所次長▲ 
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ているところなので、ぜひお話をさせていただきたいです。 

特に名古屋・愛知だと、やっぱり

トヨタさんのおひざ元ということ

で、車関係の工業の集積があるので、

さまざまなビジネスチャンスがある

と思いますので、そこは愛知県の１

つのアドバンテージになるかなと思

います。 

あと最近は、先ほど申し上げたと

おり中間層が太ってきて、食品工業、

食品機械とかそのあたりが結構元気

がいいです。グリコの工場が拡張し

たりという話もあります。だから、

食品、自動車、このあたりの工場が

出ていて来ていただく際には、ぜひ

よろしいんじゃないかと考えてい

ます。 

 

＜田辺団長＞ 

長時間にわたるご説明本当にありがとうございました。 

 

 

 

≪所感・考察≫ 

 インドネシアはＡＳＥＡＮ最大の人口で 2.8 億人を有しており、平均年齢も

約 30 歳と若く、2033 年には 3億人の人口を突破する勢いである。 

 

石油、鉱物などの豊富な資源があり、経済の発展は目を見張るものになると予

想される。 

GDP 成長率は５％前後を維持していて安定的な経済成長を保っている。 

現在、日系企業はジャカルタで開発が多く、内需拡大を視野に消費財・サービ

ス分野の進出が相次いでいる。 

 

ジャワ島外の経済発展促進や首都ジャカルタの諸問題解決の為、新首都をヌ

サンタラに移転するための開発が進んでおり、2022 年～2024 年を第１フェーズ

として中央政府の施設開発が進められた。 

 

個人消費の課題としては、インドの様に金融機関の個人向け貸出が発展して
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いない事などがあり、消費の格差は広がる可能性はある。 

  

 JETRO ジャカルタ事務所ではインドネシアの産業経済状況について、上記のよ

うに多くの情報を得ることができた。 

得られた情報はいずれも、現地で聴取した生きた情報であり、今後のインドネ

シアでの視察を進める前提としても大変有益なものであった。これらの情報を

基に、他の視察も含めて今後の本市の施策の検討や両国の交流に生かしていき

たい。 
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１（３）ダルマプルサダ大学【教育施策調査】          

◆調査日：令和７年８月 25 日（月） 

◆対応者：Bapak Isumadji Hadisumarto 氏(ムラティサクラ財団副理事長) 

Endang Tri Pujiastuti 氏（第 1副学長） 

Mohammad Danil Arifin 氏（第 3副学長） 

Endang Utami Wido Rahayu（学生・連携担当） 

Hidekie Amangku 氏（ムラティサクラ財団事務局長）ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
≪調査目的・概要≫ 

ダルマプルサダ大学では、インドネシア随一の産業人材を育成する「もの

づくり大学」になるべく教育プログラムの改革に取り組んでおり、アジア

における高度専門職人材育成のための国際組織である APEN に正式加盟し

ている。 

名古屋市立大学においては、 デジタル化の進展、ＡＩ技術の実用化、EBPM

・JETRO ジャカルタ事務所での調査後、次の調査先であるダルマプルサダ

大学へ向かった。 

🚌 

▲ダルマプルサダ大学 校舎 
  都心部からバスで 1 時間ほど走ったところにある､ピンク色の 4

階建ての校舎である。日本の皇室の方々がダルマプルサダ大学を訪
れた際のパネルが複数ロビーに飾られており、日本と相当ゆかりの
ある大学だということがすぐにわかる。なお、学校名のプルサダ
（Persada）は、元日本留学生協会の意味とのことであった。 
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（証拠に基づく政策立案）の重要性が高まる中、データを活用して社会課

題を解決できる人材の育成が行政・産業を問わず喫緊の課題となっている

ことを受け、専門的データサイエンティストの育成に向け、大学院データ

サイエンス研究科の設置しており、また、本市でも、ものづくり人材技術・

技能スキルアップ支援事業の確保や中小企業の技術開発力の強化等のた

め、工業研究所等において技術系人材の育成のための研修や実習を開催す

るなど、産業人材育成・教育に取り組んでいるところである。 

今回は、名古屋市会アジア視察団として、インドネシアの教育施策を学

ぶためにダルマプルサダ大学を訪れたものである。 

 

調査としては、ムラティサクラ財団事務局長の Hidekie Amangku 氏より、ダ

ルマプルサダ大学の概要や取組について説明をいただくとともに、教育施策等

について様々な意見交換を行った。その後、大学構内の視察を行った。その概要

は、以下のとおりである。 

 

＜田辺団長＞ 

Selamat Siang（こんにちは）. 

まずは、インドネシアにおかれましては、さきに建国 80 周年を迎えられたと

いうことを心からお慶び申し上げます。 

本日は、Isumadji 副理事長はじめ、副学長様、そして職員の皆様、お会いで

きまして、心よりうれしく思います。 

私は、本日の名古屋市会アジア視察

団の団長の田辺雄一でございます。本

日はご多忙のところ、私どもの視察を

受け入れていただき、本当にありがと

うございます。視察団は本日 11 名で

来ておりますが、時間も限られており

ますので、名簿をお渡ししておりま

す。そちらのほうでご確認いただきた

いと存じます。 

ダルマプルサダ大学におかれまし

ては、明年、建学 40 周年をお迎えになるというふうに伺っております。未来の

インドネシアを支える人材を育てる、国家の繁栄を支えていく、人材を育てる大

学に対して、心から敬意を申し上げたいと思います。本日は、さらに発展されて

いく、大学の施策・産業人材育成施策について調査をさせていただきたいと思い

ます。 
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ダルマプルサダ大学は 1986 年に設立され、インドネシア随一の産業人材を育

成するものづくり大学になるための教育プログラムの改革に取り組まれている

と伺っております。 

名古屋市でも、名古屋市立大学、そして名古屋工業大学と連携をして、技術・

産業分野で活躍できる人材の育成・教育に取り組んでいるところであります。ま

た、名古屋市立大学では 2025 年には、こちらの大学ではございませんが、イン

ドネシアから 11 名の留学生の方に入学をしていただいております。 

本日、大学でいろいろなお話を伺うことで、本市の大学施策・産業人材育成施

策を推進していく上での参考とさせていただきたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

＜Hidekie Amangku 事務局長＞ 

それでは早速、パワーポイントのほうに入ろうと思います。 

この大学は、1986 年に元日本留学生協会が作った大学として設立され、今日

まで来ています。元日本留学生協会は 1963 年に設立されました。 

もともとインドネシアの若者が日本に留学したのが 1933 年です。その当時の

数名の中で、１名の南スマトラの出身である若者が慈恵医大に留学し、その後帰

国して、インドネシアの医学に貢献してきました。 

1942 年になりますけれども、日本政府が作ったプログラムとして、南方特別

留学生というものがあります。これは外務省にも記録がありまして、大体 1942

年から 44 年までで、約 80 名のインドネシアの若者が日本に留学しました。 

終戦後、独立戦争に参加したインドネシアの若者が、インドネシア政府の奨学

金で、1950 年から 58 年にかけて、約 120 名から 130 名ぐらいの若者が留学しま

した。そのうち、私の父も独立戦争に参加して、日本に留学しました。私が二代

▲Hidekie Amangku 氏 
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目になります。 

60 年代ぐらいには、賠償留学生プログラムとして、日本からの賠償金を基に

したインドネシアの政府の奨学金で、約 800 名のインドネシアの若者が日本留

学しました。その中で現在も活躍されているのが、今お座りになられている

Isumadji さんです。私たちの大先輩です。 

1963 年に組織を設立しましたけれども、具体的な活動は、はっきり言えばあ

まりなかったです。インドネシアの若者が留学生を終えて帰ってきて、１ヶ月か

２ヶ月に１回ぐらい、同窓会として皆さんが集まって、いろいろ留学の経験だと

か思い出などで懇談をしていました。 

 

1970 年代に入ると、1972 年に反日運動がありました。インドネシアでは、田

中角栄総理大臣が来た時に大きな暴動がありまして、それ以来、日本側はどうに

かＡＳＥＡＮとの繋がりを強く持っていきたいということで、1972 年から 74 年

にかけて、当時の大蔵大臣の福田赳夫先生が、５ヶ国の元日本人留学生協会を訪

れて関係を深めて、心と心の触れ合い

を作っていくべきだという呼びかけ

をしました。 

ＡＳＥＡＮ元日本留学生評議会は

74 年に設立しました。これに関連し

ていく中で、５ヶ国の元日本留学生協

会の活動も活発になってきました。 

その活動の中で、各国の元日本留学

生協会と日本人会との繋がりがあり、

大体毎月１回お会いして、いろいろな

プログラムを通して、今日まで繋がっ

◀Bapak Isumadji Hadisumarto 氏 
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ています。 

特に 1970 年代後半からようやく国際交流基金、日本学生支援機構の２つの政

府機関が、今は 10 か国になりますけれども、留学生協会と一緒になって、例え

ば弁論大会や日本語能力試験、留学フェア、学校ではお祭りとか日本舞踊の紹介

などいろいろな行事をしています。こういう形で、各国の日本留学生の活動、活

躍を重ねてきました。 

ＡＳＥＡＮの留学生協議会は、２年に１回、各国で総会をやります。総会では

約 10 ヶ国の元日本留学生が集まって、特に日本留学の課題などを検討します。

今年はバンコクで開催します。 

 

1980 年代に入ると、元日本留学生協

会は、インドネシアに対して目に見え

る形で何か恩返しをしたいと思うよ

うになりました。当時インドネシアは

本当に貧しい国で、経済もまだ発展し

ていませんでしたが、その中で彼ら

が、日本留学ができたのは本当にあり

がたいことで、ぜひインドネシアのた

めに貢献していきたいということで、

教育機関を作ろうということになり

ました。 

日本の社会のように、教育を重視して人間を育てていくという思想を描き、ダ

ルマプルサダ大学を1986年に設立しました。その中で４つの学部を作りまして、

工学部、海洋工学部、文学部、経済学部です。なぜ海洋を先輩たちが選んだかと

いうと、インドネシアは約 1万 3000 の島々から成り立つ国であり、海洋交通が

非常に重要な柱の１つとなることからです。 

また、元日本留学生協会として作った大学ですから、やはり語学として、特に

日本学科をまず重視していきたいということでした。そして中国語学科も作ら

れました。大学では４つの日本語弁論大会が現在でも開催されています。これは

国際交流基金や日本の大学と共催しています。 

次に日本語留学フェアがあります。これは毎年、学生支援機構等を利用してジ

ャカルタで行っています。今年は 11 月に開催する予定です。２年前から、元日

本留学生協会が留学フェアと就職フェアを開催しています。今年は７月に留学

フェアと就職フェアを２日間やりまして、来場者が約 2,500 人でした。このよ

うに、非常に日本への就職に対する興味が高くなってきています。 

 

2017 年から、元日本留学生協会の組織の中で世代交代のプログラムが始まり
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ました。現在の理事長は中央大学の卒

業生で、インドネシア日本議員連盟の

議長でもあります。 

この理事長の意向として、日本の人

づくり、ものづくりを定着させていき

たいというのが 2017 年から始まって

います。その中で、トヨタ自動車から

の支援が非常に強くなっています。 

ダルマプルサダ大学のコンソーシア

ムは、2016 年から 17 年にかけて、元

首相の福田康夫先生が会長を務める

JAPINDA（一般財団法人日本インドネシ

ア協会）のイニシアチブにより設立さ

れました。これは、大阪府立大学、大阪

国際大学、神田外語大学、産業技術大学

院大学、拓殖大学、帝京大学、東海大学、

東洋大学、広島大学、福岡女子大学、立

命館大学との交流があります。 

このプログラムは３年間の期間で、

３つのプログラムがあります。 

１つ目は、日本語教員のスキルアッ

プ、２つ目にＩＴ、そして３つ目が図

書室の設立です。図書室は 2015 年から

福山通運がメインスポンサーになりま

して、毎年 100 冊から 150 冊の新しい

本を支援しています。 

この大学プログラムで、学生交換、

学生交流もしています。また、東洋大

学、広島大学、東海大学の３つの大学

のコンソーシアムで日本語支援もして

おります。 

他にもさまざまな取組として、日本留学フェアや日本就職フェア、日本語能力

試験があります。特に日本語能力試験は、ダルマプルサダ大学がジャカルタ近辺

で毎年２回開催しています。インドネシアで一番参加者が多いです。今年の７月

には約 7,300 人受講しまして、次の 12 月には 7,500 人参加をする予定をしてお

ります。大学としては日本語学科の学生に、卒業する前までにできるだけ日本語

能力試験の３級を取得させるという方針です。 
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大学の今後の未来としては、元日本留学生協会にいただいた大きな支援に対

して感謝をするとともに、元日本留学生が作った大学として、できる限り日本ら

しさをアピールして、インドネシアで活動をさせていただきたいというビジョ

ンをもっていきたいと思っています。 

その中では、やはり人づくりが重

要と考えています。なぜこのような

発想かというと、やはり私たちが日

本留学して学んだことは、思考能

力、自分が発言できること、自分が

決断できること、というような学問

的でない部分で私たちが育てられ

てきたことをこの大学で行ってい

きたいと思っているためです。 

現在、大学の改善をしている最中

で、教員の能力、そして人事改革、

業務関係など、まさにこの人間の育ちの中で、中々スムーズにできてはいません

が、５Sの定着を通じて、人格を育てていきたいということです。 

 

先ほどお話ししたコンソーシアムのプログラムが終わって、2022 年から日本

関係の活動が広がりました。インターンシップの関係がもう４年目になります。 

インターンシップを終えて、そして就職をしていく。 

なぜインターンシップを希望しているかというと、はっきり言えば日本語学

科の授業の中で、理論的な部分はインドネシアの教員は非常にすぐれた教え方

をしますが、日本語能力試験で２級や１級を習得したとしても、やはり自分の言

葉で表現してうまく日本語で伝えるというのは、まだまだ習得できていません。 

そういう中で、できるだけ企業さんにお預けして、人格づくりをしていただい

て、そしてその企業に合う人間づくりをしていけば、理想的な人格ができるので

はないかというのが私たちの考えです。 

今、日本でインターンシップしている企業さんはすごく良心的で、心ある方々

に育てていただいていて、やはり日本との関係というのは学生にとって大きな

価値があります。日本でインターンシップを終えた方が、帰ってきて能力試験の

試験を受けると、４級から３級とか、３級から２級になる人もいます。約１年半

年ぐらいの短期留学で日本のビジネスを習得して帰国すると能力試験がすごく

向上しています。そして日本で就職して、インドネシアと日本に貢献していただ

けることが、元日本留学生協会の大学の願いです。 

 

このような中、人材育成、文化交流、就職支援の３つの方向性に関する日本関

係の行事やプログラムが増えてきています。 
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交換留学として、これは日本の大学

に学生をお預けして、連絡を取りなが

ら、特に国際関係とか日本人とのコミ

ュニケーションを重視してやっていま

す。 

また、教員の再教育として、これは長

野県の上田にある日本語学校ですけれ

ども、現在、ダルマプルサダ大学の教員

が１名、２週間ぐらいインターンシッ

プをさせてもらっています。 

なぜ、日本語学校かというと、日本人

が外国人にどのように教えているかと

いうスキームの習得を目的としている

からです。そのようなスキームを得る

ことによって、インドネシアでの授業

の取組も変わっていく可能性があると

考えたからです。 

また、文化交流、日本語スピーチは先

ほどご説明したとおりです。 

インドネシアでのインターンシップ

は、各インドネシアの日系企業で約３

年間インターンシップをしています。今後も、できるだけインターンシップをし

ながら、そして就職につなげていきたいと考えています。 

人材育成として、このような形で、日本らしさを出してインドネシアをリード

していきたいというのが、私たちのビジョンです。 

 

＜田辺団長＞ 

ただ今大変わかりやすく、また詳しいご説明を

いただきまして本当にありがとうございます。 

1930年代からの歴史を振り返っていただいて、

貴国が日本に対して、非常に正しい評価も交えな

がら、日本に学ぶ部分をしっかりと学んでいこう

と言っていただいていたことは、日本人である

我々にとっても大変ありがたく、また、誇りを与

えていただいたように感じます。 

また、日本らしさでこの国をしっかりリードし

ていく大学になりたいという、そういうビジョン

も本当に感銘を受けました。今日はありがとうご
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ざいます。 

それでは今のご説明を受けて、感想なり質疑をお願いできればと思います。 

 

＜議員＞ 

今日は貴重なお話をありがとうござい

ました。質問をさせていただきます。 

日本語や日本文化を学ばれている学生

の皆さんが、将来どのような部分で、日本

や、私たち名古屋の企業と関わっていき

たいと希望されているのか、多い意見を

お聞かせいただければと思います。 

 

＜Hidekie Amangku 事務局長＞ 

今現在、ダルマプルサダ大学の日本語

学科の４年生の学生が 600 人います。その学生の中で、日本での就職に当たっ

て何の仕事をしていきたいのかというのは大きな関心となっています。統計で

は、例えば、アニメ関係とかＩＴ関係とかが挙げられます。もっと細かくなると

まだまだいろいろありますが。 

ただ、日本だと大学の３年生ぐらいから就職活動がありますけれども、そもそ

もインドネシアではそのようなシステムがまだうまく働いていません。 

 

＜議員＞ 

ありがとうございます。続けて関連する質問として、名古屋では車の産業が活

発です。その中でも、特に近年では、ＳＤＧｓや環境問題をどのように解決して

いこうかっていうことも、かなり力を入れて取り組んでおります。例えば、環境

や持続可能性の分野で学生交流や共同プロジェクトなどを進めていくというこ

とも、個人的には今後必要かなと思っております。名古屋だからこそ、皆様と一

緒に力を合わせて取り組んでいける分野を、今後より一層強めていきたいなと

いうふうに思っていますが、ご意見をお聞かせください。 

 

＜Endang Tri Pujiastuti 副学長＞ 

本学には機械工学科がありまして、学生たちがそのよ

うな分野も学んでおります。また、先ほど説明の中で大

学院の説明はしていませんでしたが、大学院の授業の中

では今、再生エネルギーを中心にしており、非常に環境

というのは重視しています。 

 

 
Endang Tri Pujiastuti 副学長▶ 
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ただ、やはり日本の最新のＳＤＧｓについて、情報やセミナーなどあれば非常

にありがたいと思います。 

 

＜議員＞ 

Hidekie さんのお話を聞いて感銘を受けまし

た。今、日本人の教育にとって一番欠けているの

が、日本古来の教育をどういうふうにこれから受

け継いでいくのかということで、その教育をどう

受けさせるかということが大切だと思います。そ

れが、日本は今なくなってきてしまっているんで

す。 

午前中に、JETRO ジャカルタで、インドネシアは

20年後に世界第５位を目指しますということを言

われたという記憶がありますけども、おそらく貴

国は達成されると思います。その代わり、私たち

日本はどんどん下がってくと思います。それはや

っぱり、日本の初等教育というのが、今の私たちの子供、孫たちに昔みたいにし

っかりと受けさせられてないんですよね。 

貴国が目をつけられた、日本の良いところを取り入れ、そして日本の高い技術

と取り入れた企業教育をしていこうっていうのは非常にいいことだと思います

し、逆に私たち日本人が見習わないといけないようなところに視点を持ってい

るというのは、素晴らしいことだと思っております。 

さきほど、福田赳夫先生、福田康夫先生のお名前がありました。政治的な繋が

りもあるっていうのは、教育と同時に、非常に大切なことでありますので、ぜひ

この日本との繋がりを強めていっていただきたいと思います。 

名古屋も、東京、大阪、横浜に続く日本で４番目に都市ですので、ぜひ、イン

ドネシアの皆様方におかれましては、教育活動含めて、しっかりと名古屋と連携

をしていけるような形をこれから作っていきたいということを、今日、非常に感

じました。 

是非とも、皆様方のご

指導をいただけますこ

とを心からお願い申し

上げまして、半分意見に

なっちゃったんですけ

ども、御礼に代えさせて

いただきたいと思いま

す。ありがとうございま

す。 
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＜議員＞ 

本日は貴重なお時間をいただきまして、ま

た、お話いただきましたこと感謝申し上げま

す。日本らしさというところの良さを認めて

いただいて、またそれを記憶の中に繋げてい

ただいているということに感謝申し上げま

す。 

お尋ねさせていただきますけども、大学の

学生数と、日本への留学生数や留学の状況を

教えてください。 

 

＜Endang Utami Wido Rahayu 氏＞ 

3,000人の学生がいます、その中で今６人が、

大学の紹介で日系の会社の研修インターンシッ

プを受けているところです。うち５人が日本で、

１人がジャカルタで、そういうプログラムをや

っております。 

 

＜議員＞ 

大学というのは、一定の決まった大学がある

というイメージですか。 

 

＜Hidekie Amangku 事務局長＞ 

現状は協定を結んでいる大学です。今予定されているのは、東京の大東文化大

学です。ここはアジア地域研究が発展していますので、共同研究ができますから。 

 

＜議員＞ 

留学させる場合に、学校から何か大きく支援することをしていますか。 

 

＜Hidekie Amangku 事務局長＞ 

今はほぼないです。ただ、１年

間の短期留学であれば、日本の大

学に短期留学が決まった場合、勉

強する先の大学から学生支援機

構に奨学金の申請をすると、宿泊

代とか毎月大体８万円ぐらいも

らえます。あとは個人負担です。 

ダルマプルサダ大学の場合、親御さんの８割ぐらいは経済的にそんなに裕福

Endang Utami Wido Rahayu 氏▲ 
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ではありません。 

 

＜議員＞ 

本日は由緒ある大学に訪れさせていただき、感謝い

たします。また、Hidekie さんの完璧すぎる日本語に

驚きました。 

名古屋も名古屋市立大学を持っていますし、せっか

くなので、名古屋市にできること、期待することがあ

れば、教えてくださるとありがたいです。 

 

＜Hidekie Amangku 事務局長＞ 

希望があるとすれば、産学連携です。産学連携、非常に大事だと思います。や

はり教育機関ですし、大学の発展のために、できるだけ企業に学び、そして日本

との国際関係の中で交流をし、インドネシアと日本との間で、いろいろお互い学

び合えるような交流について、皆さまにお願いできれば一番幸いだと思います。 

特に名古屋は歴史が深いですから、そういう意味で、非常に私個人は興味があ

ります。学生さんにとっても日本の歴史、文化、そして一番大事なのは「おもて

なし」でしょう。この「おもてなし」というのが、まだまだ理解ができていない。

それはやはり気持ちの部分なので、なかなか難しい。そういうところを、直に現

場で考えていけると、非常にありがたいです。 

 

＜田辺団長＞ 

では、質疑も尽きないところではございますが、この後の学内の見学をさせて

いただくことになっていますので、ここまでとさせていただきたいと思います。 

今日は本当に皆様方ありがとうございました。 



１（３）ダルマプルサダ大学【教育施策調査】 ８月 25 日（月） 
 

 

55 
 

質疑の後、大学構内の視察をさせていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小丸文庫（日本語図書室）▲ 

書道など日本の文化に触れるクラブ活動も行っている▲ 

天皇皇后両陛下をはじめ日本国関係者訪問の際の写真が飾られている▲ 
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≪所感・考察≫ 

ダルマプルサダ大学の歴史、設立の背景を知り、こんな大学がインドネシアに

あったことに正直驚いた。 

日本の人づくり、日本のものづくりの概念を教育プログラムに入れ、日本らし

さで社会をリードする大学を目指すという考え方の大学がインドネシアにある

ということを知り、何とも言えない親しみとうれしい気持ちを覚えた。 

1991 年に上皇上皇后陛下が視察され、2008 年には秋篠宮皇嗣同妃両殿下が記

念植樹をされ、さらに 2023 年にはが即位後初の国際親善目的のためのインドネ

シア訪問で、ダルマプルサダ大学を訪問され、日本語を学ぶ学生に日本への来訪

を呼びかけられている。天皇皇后両陛下が訪れていることだけでも、日本にとっ

てもダルマプルサダ大学が、日本とインドネシアの交流において、どれだけ大事

な大学かということがわかる。 

そもそも大学設立の目的が、政府のお世話になって日本へ留学をさせてもら

ったのだから、国への恩返しとして何かできないか、という中から、大学を作ろ

う、そして人を育てようとなったところに敬意を表するものである。 

訪れた際は、大学が学生の休暇中ということで、実際に授業を受けている風景

等を見ることはできなかったが、広場で女学生数名が集まっているところに出

くわした。日本語学科の学生もいたらしい。ちょうど、お祈りの放送もながれて

きて、大学の日常のなかに、宗教が当たり前のようにあるということも分かった。 

現在、大学の運営をしているメンバーは、先代も含めてダルマプルサダ大学に

かかわりが深いと聞く。この日本と縁の深い大学を、さらに盛り立ててもらいた

いと心から思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ダルマプルサダ大学での調査を終え、この日の調査は終了した。 


